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農
業
委
員
会
委
員
選
挙
を
実
施
し

ま
す

　

任
期
満
了
に
伴
う
本
庄
市
農
業

委
員
会
委
員
一
般
選
挙
を
行
い
ま

す
。
こ
の
選
挙
で
は
、
第
１
選
挙

区
（
本
庄
地
域
）
か
ら
17
人
、
第

２
選
挙
区
（
児
玉
地
域
）
か
ら
13

人
の
委
員
を
選
び
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
は
、
選
挙
に
よ
る

委
員
と
選
任
に
よ
る
委
員
で
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。
委
員
は
、
農
地

の
適
正
利
用
と
保
全
な
ど
に
つ
い

て
協
議
・
決
定
す
る
任
務
を
持
ち
、

任
期
は
３
年
で
す
。

《
選
挙
に
つ
い
て
》

告
示　

１
月
18
日
㈰

投
票
日　

１
月
25
日
㈰

《
立
候
補
予
定
者
説
明
会
に
つ
い
て
》

日
時　

12
月
10
日
㈬　

午
後
１
時

　

30
分
〜

場
所　

市
役
所
６
階
大
会
議
室

※
第
１
・
２
選
挙
区
合
同
で
す
。

★
本
庄
市
選
挙
管
理
委
員
会
☎
㉕

　

１
１
８
７

『
本
庄
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
』

を
策
定
し
ま
し
た

　
「
〜
と
も
に
支
え
あ
い 

男ひ
と

と
女ひ

と

が 

か
が
や
く
ま
ち 

本
庄
〜
」
を

推
進
イ
メ
ー
ジ
と
し
た
『
本
庄
市

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
』
を
策
定

し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
平

成
24
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画

期
間
と
し
、
次
の
５
つ
の
政
策
目

標
を
掲
げ
て
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

①
男
女
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
意

　

識
づ
く
り

②
政
策
や
方
針
の
立
案
及
び
決
定

　

へ
の
体
制
づ
く
り

③
安
心
で
き
る
家
庭
生
活
と
働
き

　

や
す
い
就
業
環
境
づ
く
り

④
心
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り

⑤
市
民
と
協
働
に
よ
る
男
女
共
同

　

参
画
の
推
進

※
プ
ラ
ン
の
全
文
は
、
人
権
推
進

課
、
図
書
館
本
館
・
児
玉
分
館
、

本
庄
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

※
後
日
、
概
要
版
を
全
戸
配
布
し

ま
す
。

★
人
権
推
進
課
☎
㉕
１
１
７
８

住
生
活
総
合
調
査
に
ご
協
力
を

　

12
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、

全
国
で
平
成
20
年
住
生
活
総
合
調

査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
11
月
下
旬

か
ら
12
月
中
旬
に
か
け
て
、
埼
玉

県
知
事
が
発
行
し
た
写
真
付
身
分

証
（
調
査
員
証
）
を
携
帯
す
る
調

査
員
が
伺
い
ま
す
。
な
お
、
調
査

票
に
記
入
し
た
内
容
に
つ
い
て
は
、

秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
。

★
都
市
計
画
課
☎
㉕
１
１
３
６

本
庄
市
人
権
教
育
研
修
会（
児
玉

地
域
）を
開
催
し
ま
す

　

本
庄
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

で
は
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
し

た
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
、
一

人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
る
明
る

い
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
研
修
会

を
開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
程
・
会
場

①
11
月
13
日
㈭　

会
場　

セ
ル
デ
ィ
ホ
ー
ル

②
11
月
20
日
㈭　

会
場　

共
和
小
学
校
体
育
館

③
11
月
21
日
㈮　

会
場　

河
内
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

《
①
〜
③
共
通
》

時
間　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

内
容　

ビ
デ
オ
視
聴
と
講
話

★
人
権
推
進
課
☎
㉕
１
１
５
９
、

　

人
権
推
進
課
児
玉
人
権
係
☎
72

　

１
３
３
１
（
内
線
２
４
１
）　

埼
玉
県
交
通
指
導
員
連
合
会
北
部

方
面
研
修
会
に
本
庄
第
一
高
校
吹

奏
楽
部
・
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

が
出
演
し
ま
す

　

日
ご
ろ
、
児
童
登
校
時
の
立

り
っ
し
ょ
う哨

指
導
、
交
通
安
全
行
事
・
広
報
活

動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
交
通
指
導

員
の
埼
玉
県
北
部
方
面
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
、
本
庄

第
一
高
校
吹
奏
楽
部
・
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
部
を
招
い
て
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
や
交
通
安
全
体
験
車
を

観
覧
・
体
験
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
式
典
お
よ
び
研
修
会
へ

は
関
係
者
以
外
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

※
交
通
安
全
体
験
車
と
は
、運
転
・

歩
行
能
力
診
断
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

効
果
体
験
な
ど
17
種
類
の
学
習
体

験
型
機
器
を
搭
載
し
た
車
で
す
。

日
程　

11
月
12
日
㈬

会
場　

セ
ル
デ
ィ

入
場
料　

無
料

《
交
通
安
全
体
験
車
に
つ
い
て
》

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

《
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
》

時
間　

午
後
２
時
50
分
〜
３
時
30

　
分

観
覧
席　

セ
ル
デ
ィ
大
ホ
ー
ル
１

　

階
後
方
席
・
２
階
席
（
席
に
限

　

り
が
あ
り
ま
す
。）

★
ま
ち
づ
く
り
課
☎
㉕
１
１
１
８

11　 
月
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
月
間

で
す

　

自
動
車
で
外
出
す
る
と
き
は
、

環
境
に
も
お
財
布
に
も
や
さ
し
い

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
ポ
イ
ン
ト

は
、「
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
」、「
加

減
速
の
少
な
い
運
転
」、「
早
め
の

ア
ク
セ
ル
オ
フ
」
な
ど
で
す
。

★
埼
玉
県
青
空
再
生
課
☎
０
４
８
―

　

８
３
０
―
３
０
６
３

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

老人福祉センターつきみ荘の休館日　 　☎㉒３６９６

４日㈫・10日㈪・17日㈪・25日㈫・12月１日㈪・８日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日　　 　　☎㉒８１２６

４日㈫・10日㈪・17日㈪・25日㈫・12月１日㈪・８日㈪

戸田競艇（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程    　
15日㈯～18日㈫、21日㈮～24日㉁、12月４日㈭～７日㈰
※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

今月の納税納付［納期限：12月１日㈪］
・国民健康保険税　５期　　　　・介護保険料　５期
・後期高齢者医療保険料　５期　・下水道負担金　３期

－市税夜間収納窓口のお知らせ－
日時　11月27日㈭　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　　収納課　☎㉕１１２０　
　　　・総合支所１階　収納課児玉税務係
　　　　　　　　　　　　　　☎72１３３１（内線３２２）
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口
を、総合支所へお越しの際は正面玄関をご利用ください。
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「
愛
犬
の
し
つ
け
方
教
室
」
を
開

催
し
ま
す

　

犬
に
関
す
る
法
令
や
適
正
な
飼

い
方
を
学
び
、
家
族
の
一
員
と
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
犬
の
し
つ
け
方

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
18
日
㈫
・
21
日
㈮
・

　

25
日
㈫
・
12
月
２
日
㈫
・
９
日

　

㈫　

全
５
回　

午
後
１
時
30
分
〜

　

３
時
30
分

会
場　

本
庄
保
健
所

内
容　

①
講
習
「
法
令
、
犬
の
習

　

性
、
行
動
、
し
つ
け
方
、
問
題

　

行
動
に
つ
い
て
」
②
犬
の
し
つ

　

け
の
実
技

※
実
技
は
、
生
後
６
か
月
以
上
、

１
年
未
満
の
愛
犬
と
飼
い
主
。

募
集
人
数　

30
人
（
う
ち
実
技
参

　

加
者
８
人
）

※
講
習
参
加
者
は
１
回
目
の
み
、

実
技
参
加
者
は
全
５
回
。

参
加
費　

無
料

＊
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

本
庄
保
健
所
生
活
衛
生
・
薬
事

　

担
当
（
☎
㉒
６
４
８
１
）
へ

★
健
康
推
進
課
☎
㉔
２
０
０
３

一
日
公
庫
の
ご
案
内

　

中
小
企
業
向
け
に
、
年
末
資
金

融
資
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
年

内
に
融
資
を
受
け
る
た
め
の
無
料

相
談
会
で
す
。

日
時　

11
月
14
日
㈮　

午
前
10
時
〜

　

午
後
４
時

場
所　

本
庄
商
工
会
議
所

内
容　

冬
の
ボ
ー
ナ
ス
資
金
、
買

　

掛
決
済
・
商
品
仕
入
れ
資
金
な

　

ど
の
年
末
資
金
等

★
本
庄
商
工
会
議
所
☎
㉒
５
２
４

　

１
、
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
☎

　

０
４
８
―
５
２
１
―
２
７
３
１

「
み
ど
り
と
川
の
再
生
」
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
の
活
用
を

　

埼
玉
県
で
は
、『
住
み
や
す
く

環
境
に
や
さ
し
い
ゆ
と
り
の
田
園

都
市 

埼
玉
』
を
目
指
し
て
、「
み

ど
り
と
川
の
再
生
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
「
み
ど
り
と
川

の
再
生
」
を
積
極
的
に
進
め
る
た

め
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
決
定
し

ま
し
た
。

　

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、
県
民
の

み
な
さ
ん
も
自
由
に
使
用
で
き
ま

す
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
や
日
ご
ろ
の

活
動
、
広
報
紙
等
で
ぜ
ひ
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。
（
営
利
の
場
合
は

申
請
が
必
要
で
す
。
）

※
詳
し
く
は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.
jp/A09/BW00/sym

bolm
ark/

sym
bolm

ark.htm
l

★
埼
玉
県
み
ど
り
再
生
推
進
室
☎  

　

０
４
８
―
８
３
０
―
３
１
４
７

〈
世
界
人
権
宣
言

　
60     
周
年
〉
全
国

一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す

　

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
と
埼
玉

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
女

性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
に

つ
い
て
、
全
国
一
斉
「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
を

設
け
、
専
用
電
話
に
よ
る
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

日
時　

11
月
17
日
㈪
〜
23
日
㈷

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　
（
22
日
㈯
・
23
日
㈷
は
午
前
10

　
時
〜
午
後
５
時
）

電
話
番
号　

０
５
７
０
―
０
７
０
―

　

８
１
０

相
談
担
当
者　

法
務
局
職
員
、
埼  

　

玉
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
男

　

女
共
同
参
画
社
会
推
進
委
員

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

★
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権
擁

　

護
課
☎
０
４
８
―
８
６
３
―
９

　

５
８
９

尊い人々
　「市長、公園で犬の散
歩をしながら毎朝ゴミ拾
いをしている方がいます。
あのような方のおかげで
地域の環境は保たれてい
るのですね。」ある若手
事業者が私に教えてくだ
さいました。
  「勤務時間が終わって
の帰りがけ、自治会の防
犯チョッキを着て遅くま
でパトロールしている方に出会いました。あのような方の
おかげで街の治安が保たれているのです。」これは警察署
長さんのお話です。
　防犯、交通安全、清掃・環境美化、地域の活性化、学校支援、
青少年育成、生涯教育、子育て支援、民生・老人福祉、障
害者支援、更生保護など、実に多くの方々のさまざまな善
意の活動によって、本庄市の地域づくりは成り立っています。
　このような善意の奉仕を積極的に行う方は、ご自身の善
行を声高には主張せず、ただ黙々となさっているのが事実
です。誰にほめられようとかではなく、それが自分の役目
と考えて淡々と行っている場合が多いのです。ですから他
には目立ちにくい。
　市長とすればこのような方々にもっとスポットを当てた
いという気持ちがあります。「市としてもっと顕彰すべきだ」
という意見もあり、表彰のあり方のさらなる工夫が必要だ
と感じています。
  また、「表立たせてはかえってその方の意に反する」とい
う意見もあります。人は誰でも他人に認められたいという
欲求がありますが、一方「陰徳を積む」という言葉の通り、
見えないところで頑張っている方も大勢いるのです。その
ような陰徳を積んでいる方のご努力に、この紙面を借りて
市長として心から感謝申し上げます。
　花は枝に支えられ、枝は幹に支えられ、幹は根に支え
られ、けれど根は見えません。人に目立たず黙々と世のた
め後

のち

のために頑張っている、まさに「根」のような方々に、
みんなで感謝をささげましょう。そして私達も花ばかり求
めず誰かの「根」になりましょう。これが社会を明るくし
てゆく根本であろうと思います。
　　　　　　　　　　　　　 本庄市長

本庄ふるさとフラワーパークで菊
を植えるボランティアのみなさん
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